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   開     議 

 

 

○鈴木富美子議長 おはようございます。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員はございません。 

 よって、ただいまの出席議員は定足数に達し

ております。 

 なお、土屋正人教育長から、本日の会議を欠

席させてほしい旨の届出がありましたので、ご

報告いたします。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

４号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○鈴木富美子議長 日程第１、市政一般に関する

質問を昨日に引き続き行います。 

 それでは、順次ご指名いたします。 

 

 

 鈴木英則議員の質問 

 

 

○鈴木富美子議長 順位11番、議席番号２番、鈴

木英則議員。 

  （２番鈴木英則登壇） 

○２番 鈴木英則議員 皆様、おはようございま

す。公明党の鈴木英則でございます。 

 私は、３項目、７点について一般質問をさせ

ていただきます。 

 第１項目めの帯状疱疹のワクチン接種の助成

についてです。 

 これは、以前も公明党の前議員の赤間𣳾広議

員が質問した内容でもありますが、情勢的に変

わって、情勢が変わっているので、再度質問さ

せていただきます。 

 誰もが健康で幸せに暮らせるためにはとても

大きな要因であり、健康寿命の延伸と不健康な

期間の短縮や予防は極めて重要な課題でもあり

ます。生涯を通して、元気で充実した生活を送

れるようにと、多くの方が願われているのでは

ないでしょうか。 

 子供の頃、水ぼうそうにかかった記憶のある

方もおられると思います。水ぼうそうは、一度

かかり、治った後も、実はウイルスは身体の中

に、神経節に生涯隠れていて、加齢による免疫

力の低下や過労やストレスが引き金となって、

再発症することがあり、それが帯状疱疹と呼ば

れるものであります。 

 帯状疱疹の原因となるウイルスは、日本人成

人の90％以上の方の体内に潜んでいて、50歳を

境に発症率は急激に上昇し、60歳代から80歳代

でピークを迎えます。80歳までに約３人に１人

が帯状疱疹になると言われております。もう既

に帯状疱疹にかかったことがあるという方もお

られるかもしれません。 

 身体の左右どちらか一方に、最初はぴりぴり、

ちくちくと刺すような痛みがあり、夜も眠れな

いほど激しい場合があります。そして、赤い斑

点と小さな水膨れが神経に沿って帯状に現れる

ことから、帯状疱疹と名づけられました。 

 神経が損傷されることで、皮膚の症状が治っ

た後も痛みが残ることがあり、３カ月以上、痛

みが続くものを帯状疱疹後神経痛と言い、ＰＨ

Ｎと言います。ＰＨＮは、焼けるような、締め

つけるような、持続性の痛みやずきんずきんと

する痛みが特徴です。帯状疱疹を発症すると、

強烈な痛みで日常生活が困難になり、三、四週

間ほどで皮膚症状が収まっても、50歳以上の方

の２割に神経の損傷による痛みが続くＰＨＮに

なる可能性があり、生活の質の低下を招きかね


